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交野市議会 議会改革委員会

令和３年９月～令和４年９月 取組み報告

令和4年９月１４日
全員協議会 報告資料

タブレットを活用した本会議の様子



取組みの概要

委員長 野口 陽輔 副委員長 藤田 茉里

委 員 久保田 哲 委 員 臼口 誠二

委 員 皿海 ふみ 委 員 中谷 政人
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令和３年９月～令和４年９月の期間に以下のとおり実施した

議会改革委員会 ： １９回
ＤＸ作業部会 ： ５回
先進市視察 ： １回（２日間）

右の３名はＤＸ作業部会も担当

委員会メンバー



９ 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

R3 R4

全員協議会
オンラインで試行し、課題検討

委員会
オンライン開催に向けた
条例改正案を協議

議会基本条例の検証

資料共有システム
導入 → 運用開始 → 効果検証

タブレットの活用
DX作業部会にて検討

取手市議会・
久喜市議会
を視察

通信環境の改善
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主な取組みのスケジュール

議会運営の見直し
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１. 議会運営の見直し
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前期から引継ぎされた課題点について協議をした

議会運営の見直し

＜問題提起①＞

本会議における質疑は1人2回まで、かつ、一問一答とされているが、
質疑の回数が不十分ではないか？

＜委員会での主な意見＞

・ 会派でブラッシュアップして質の高い質疑をしてもらいたい。
・ 他市と比較しても２回で十分だと思う。
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前期から引継ぎされた課題点について協議をした

議会運営の見直し

＜問題提起②＞

事前に答弁調整をしている質問に対し、反問をするのは適切でない。
また、反問の趣旨が不明瞭な場合の対応が必要では？

＜委員会での主な意見＞

・ 反問は議長判断により許可するもの。
・ 反問の趣旨が不明瞭であれば、再確認をすれば良い。
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前期から引継ぎされた課題点について協議をした

議会運営の見直し

＜問題提起③＞

常任委員会の資料請求について、委員が希望している資料が委員会
において否決されることがあるが、各委員の視点をもっと尊重する
べきではないか？

＜委員会での主な意見＞

・ 資料請求は個人ではなく委員会として行うもの。
・ 希望する委員は、他の委員を納得させる必要がある。
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前期から引継ぎされた課題点について協議をした

議会運営の見直し

＜問題提起④＞

市議会の慣例・慣習事項について、申し合わせ事項などに明文化する
必要があるのではないか？

＜委員会での主な意見＞

・ 明文化しないことで柔軟に対応できるメリットもある。

全ての案件において、現状維持との結論になった
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2. 議会基本条例の検証
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議会基本条例の検証

交野市議会基本条例の規定により、
任期中に、基本条例の目的を達成できているか検証が必要

前期から引継ぎされた検証シートを用いて
全議員から意見集約を図った

取りまとめまで行ったが、
詳細な内容の検証は未だできていない

（次期に引継ぎをする）
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3. 議会ＤＸに向けた取組み



議会ＤＸに向けた取組み

「次世代の議会」を目指し、次の４つを重点的に取り組んだ

ペーパーレス化は結果
であり目的ではない！
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（１） 働き方の多様性に応じたインフラ整備
・ オンライン会議の検討・実施

（２） 議会手続きのスピーディー化
・ 業務フローの分析（情報の流れを整理）
・ 資料共有システムの導入
・ 通信環境の改善

（３） 市民にわかりやすい議会を
・ わかりやすい議会資料を検討

（４） 情報リテラシーの向上
・ 資料取扱いのルールを協議



（１）働き方の多様性に応じたインフラ整備
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オンライン会議の検討・実施

課題
・ 感染症まん延時や災害時にも、議会活動の継続を！

・ 障がい、育児、介護などの事情を抱えた議員も
・ 議会活動をできるよう、働き方の多様性に対応を！

まず、全員協議会をオンラインで試行した
（11月、１月、２月の計３回）

・（議論ではなく）報告の場であるため、
比較的オンラインで行いやすい

・全議員がオンライン会議の経験を積める
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オンライン初回の感想（課題を抽出）

・ 通信環境が不安定
・ 相手の表情や反応がわからない
・ 各参加者の慣れが必要

回数を重ねながら改善した

オンライン会議の検討・実施

（１）働き方の多様性に応じたインフラ整備

成果
令和４年８月には、新型コロナウイルス感染症
第７波の影響を受け、４回目のオンライン全協を実施

いざという時に対応できる仕組みができた！



委員会（議会運営委員会、常任委員会など）も
オンラインで開催できるよう条例・規則の改正案を協議
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総務省の通知や全国市議会議長会の参考例を元に
交野市議会の実情を踏まえた案を検討

オンライン会議の検討・実施

（１）働き方の多様性に応じたインフラ整備

課題
委員会は表決を伴う会議であり、
全協とは違い慎重な検討が求められている
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・ デジタル化の時代に、開催条件の制限は必要か？

基本は参集との考えから、オンライン開催は、
まずは緊急時（感染症、災害など）を条件とする

育児など個別事情への対応については、
議論を尽くすことができず、今回は見送る

オンライン会議の検討・実施

（１）働き方の多様性に応じたインフラ整備

・ 表決や正副委員長の互選において、オンラインでも
・ 自由な意思表明や正当性を担保できるのか？

・ 委員会と位置づけの異なる協議等の場（全協など）は、
・ 開催条件も違って良いのでは？
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オンライン会議の検討・実施

（１）働き方の多様性に応じたインフラ整備

成果
＜改正案の概要＞
・ オンライン開催は、感染症まん延時または
・ 災害時に限って可能とする

・ 表決と互選はオンラインの対象外とする

・ 協議等の場（全協など）の開催条件に制限は設けない

案を整理して、議会運営委員会に諮問



課題

資料のあり方とタブレットの活用について、
ＤＸ作業部会にて方向性の案を検討

並行して、試験的に議案書ＰＤＦデータを配布
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業務フローの分析

・ 紙の資料を流れごとに整理すると、
・ ２００項目近い資料が存在することが判明！

・ 令和３年４月からタブレットが貸与されたものの
・ 十分な活用ができていない！

（２）議会手続きのスピーディー化



資料共有システムの導入を！

・ ２社のデモを受け、システムの有用性を確認
・ ペーパーレス化するだけでなく、豊富な情報に
・ スマートかつスピーディーにアクセスできる
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ＤＸ作業部会での検討

提案２

※Officeやセキュリティソフトについても検討したが、
※公費での導入は不要との結論になった

提案１

（２）議会手続きのスピーディー化

通信環境の強化を！

・ タブレットにSIMカードを導入し、
・ 災害や視察の際などタブレット活用の幅を広げる
・ 本館３階のWi-Fiを強化し、議会運営の安定化を図る



全議員に企画説明 ・ 理事者に予算編成の協力依頼
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資料共有システムの導入

R4年

１月

２月

３月

４月

５月

６月

3月議会にて予算を可決

プロポーザル方式による事業者選定
（費用だけでなく機能面も考慮）

資料共有システム（SideBooks）の契約・導入

議員・理事者向けの説明会を実施

豊富な情報を
スマートかつ

スピーディーに！

（２）議会手続きのスピーディー化

成果

議案書・参考資料を完全ペーパーレス化！

6月議会からSideBooksの実運用を開始



成果

６月議会を終え、SideBooks導入の効果検証を行った
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資料共有システムの導入

（２）議会手続きのスピーディー化

・ 約１か月間で、約8,000枚の紙を削減

用紙費用 約16,000円
議案書の印刷製本費 約87,000円 を削減

・ 従来の紙資料（外部団体などが関わるものを除く）１３５項目
・ のうち、７０項目をデジタル化できた（システムで共有する、

・ メールで送付するなど）

⇒ デジタル化達成率５１．９％



成果
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資料共有システムの導入

（２）議会手続きのスピーディー化

＜運用の見直し＞

・ 役員選挙により所属委員会が変わっても、
・ 引続き資料の閲覧をできるよう、権限の設定を変更した

６月議会を終え、SideBooks導入の効果検証を行った

・ 数字に表れない効果として、
・ 「持ち運びが便利」、 「資料検索しやすい」
・ といった声があった
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政務活動費の見直し

資料共有システムの導入に関連して、協議を行った

他の議員活動との区別が不明瞭な場合、
現在のマニュアルでは1/3しか政務活動費への
充当が認められない

（２）議会手続きのスピーディー化

課題
資料のデジタル化により、逆に個人で印刷する
資料が増えてしまい、負担になるのでは？

結果
政務活動のための印刷であるとの根拠を
客観的に示せるのであれば、全額を政務活動費
に充当できることを確認した
（政務活動費マニュアルの改正は不要との結論）
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成果

通信環境の強化

（２）議会手続きのスピーディー化

＜庁内＞
・ 市役所本館３階の議員向けWi-Fiを速度強化
・ 議場にもルーターを設置

議会活動の安定化を図った

＜費用負担の協議＞
・ 議会活動での利用に限ることで全額を公費負担とする

（その後、議運にて決定）

＜庁外＞
・ 貸与タブレットにSIMカードを導入

災害時や視察先でも活用できるようになった
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わかりやすい議会資料

（３）市民にわかりやすい議会を

課題
・ 従来の議案書や参考資料は
・ 印刷することを前提に作られている！

・ 議員は市民の代表であり、
・ 議案書などは一般市民にもわかりやすいもの
・ である必要がある！

・ 議案書は様式が決まっているため変更は難しい

一方で、参考資料は改善の余地がある
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成果

（３）市民にわかりやすい議会を

理事者に参考資料の改善を提案

・ タブレット端末で見やすいよう横長に
・ 色や図表を活用して、要点をわかりやすく
・ リンクを貼り、関連情報にもアクセスできるように

⇒ 令和４年６月議会から変更

わかりやすい議会資料
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（３）市民にわかりやすい議会を

Ｂｅｆｏｒｅ Ａｆｔｅｒ

文字ばかり

カラーの図や関連ＵＲＬ

わかりやすい議会資料
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資料取扱いのルールを協議

（４）情報リテラシーの向上

課題

議会に提供される情報は基本的に公開されるものだが、
個人情報を含むものや協議中の内部資料もあり、
取扱いには注意が必要！

資料のデジタル化に伴い、
情報が外部に流れるリスクが増大するのでは⁉



29

資料取扱いのルールを協議

（４）情報リテラシーの向上

成果
注意表記のルール案（申し合わせ事項の改正案）を作成

（その後、議運にて決定）

内部資料のため
取扱注意

表記のイメージ

令和〇年〇月〇日まで

非公開
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先進市視察
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茨城県 取手市議会 ・ 埼玉県 久喜市議会を視察

取手市議会議場にて 久喜市議会議場にて

「次世代の議会」の実現に向け、
さらなる議会ＤＸの推進を目指し先進市の視察を実施

・ 議会全体の意識醸成が必要と考え、全議員を対象に実施
（※公務などにより2名欠席）

・ 視察先でも貸与タブレットを活用

令和４年７月１９～２０日



コロナ禍において、いち早くＩＣＴを活用した議会運営に取組み、
早稲田大学マニフェスト研究所の議会改革度調査において
2年連続で総合１位を獲得（令和２年、３年）
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茨城県 取手市議会の取組み

オンライン会議はBYOD（私物の端末を活用）でスタート

一方で条例改正の検討は慎重に
当初は表決は不可とし、技術面を整えてから拡大

令和４年７月１９日
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茨城県 取手市議会の取組み

＜議会運営＞
・ 議案事前説明の動画を配信、ＡＩによる自動文字起こし

→ 繰り返し確認できるため、より深い議案審議につながった

令和４年７月１９日

・ ３６０°カメラとVＲによるオンライン視察
→ 最小の経費で最大の効果を

・ SideBooksによるペーパーレス化
→ 半年で9万枚の紙を削減したが、多くの方が紙を併用している

（予算書などは個人負担で購入できる）

→ 端末を2台駆使されている方もいるが、対応は割れている

・ オンライン本会議の実現に向けた意見書の提出
→ 緊急事態に対応できるよう法改正を国に要望
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茨城県 取手市議会の取組み

＜災害対応＞
・ 市内各地の被災情報を執行部に提供

→ ＧＰＳとカメラ機能を使い、 Googleのマイマップに情報を登録

ＩＣＴを通して議会への関心アップ！住民参画アップ！
DemoTech（ Democracy × Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）を目指す！

令和４年７月１９日

＜市民への情報発信、意見交換＞
・ ３６０°カメラによる、傍聴により近い形での議会中継

→ 従来の議会中継では会議室の様子が十分伝わらなかった

・ オンライン意見交換会
→ コロナ対策のみならず、日時の融通もつけやすくなった
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埼玉県 久喜市議会の取組み

＜タブレット端末 ・ SideBooks＞
全国的に見ても早い時期（平成２８年１０月）に導入

→ 端末は通信費の1/2を自己負担とすることで、広く議員活動で活用

→ SideBooksは改善要望を重ねながら使用

→ ペーパーレスにこだわらず、紙併用、私物ＰＣ併用なども模索

令和４年７月２０日

ICT推進委員会
今後は委員会中継やグループウェアについても検討予定



36

埼玉県 久喜市議会の取組み

＜電子採決＞
平成30年から検討、実証実験を経て、今年から正式運用

・ 採決の正確性、視認性が高まった
・ 障がいなどにより起立が困難な議員にも対応できる
・ 集計、情報公開事務が簡略化できた
・ 一括採決や可否同数の場合にも対応

・ 端末の故障やシステム障害のリスクがある
→ 先進的であるが故に、実際にトラブルにも直面

メリット

デメリット

令和４年７月２０日
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取組みのまとめ
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まとめ ≪この１年でできたこと≫

オンライン会議の土台を築いた！

→ オンライン全協を実用化
→ オンライン委員会の条例・規則案を作成

感染症まん延時や災害時でも議会活動の継続を！

資料共有システムを導入した！

→ ６月議会から完全ペーパーレス化を実施

紙の削減のみならず、検索の利便性向上や
わかりやすい資料の検討に向けて取り組んだ！

成果
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まとめ ≪この１年でできたこと≫

通信環境を改善した！

→ 議会のWi-Fiを強化、タブレットにSIMを導入

初回のオンライン全協以降、目立ったトラブルはなく
議会運営の安定化を図れた！

各種ルールについて協議した！

→ 議会運営や資料の取扱い、政務活動費の見直し

円滑な議会運営の基礎を整えた！

成果
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まとめ ≪今後の課題（さらなる議会改革に向けて）≫

Next

オンライン委員会の開催条件について

→ 育児や介護などにも対応できるよう、条件の拡大検討が必要

オンライン委員会での表決について

→ 自由な意思表明や正当性の確保方法の検討が必要

資料のあり方について

→ 紙のまま残っている５０％の資料について取扱いの検討が必要

→ 予算書・決算書などの見やすさ・わかりやすさの検討も必要

議会基本条例の検証について
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まとめ ≪今後の課題（さらなる議会改革に向けて）≫

議員活動の充実

議会審議の充実

議会広報の充実

市民の
理解・意識向上

資料の充実

働き方の多様化

議会中継 HP・ＳＮＳ

立候補

意見交換

Next さらなる議会DXの推進

→ 視察の内容も踏まえながら、「次世代の議会」に向けた

さらなる取組みを！



42

ご清聴ありがとう
ございました


